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〇
イ
エ
メ
ン
共
和
国
内
の
社
会
的
弱
者
に
対

す
る
食
糧
援
助
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

世
界
食
糧
計
画
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に

関
す
る
件
（
同
二
六
二
）

〔
復
興
庁
令
〕

〇
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
庁
令
（
復
興
庁
五
）

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
令
和
九
年
産
の
麦
に
適
用
す
る
一
キ
ロ
グ

ラ
ム
当
た
り
共
済
金
額
の
範
囲
を
定
め
る

件
（
農
林
水
産
一
一
六
五
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
人
材
育
成
奨
学
計
画
の
た
め
の
贈
与
等
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
ラ
オ
ス
人
民
民
主

共
和
国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関

す
る
件
（
外
務
二
五
九
）

〇
人
材
育
成
奨
学
計
画
の
た
め
の
贈
与
等
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
モ
ル
デ
ィ
ブ
共
和

国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る

件
（
同
二
六
〇
）

〇
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
政
府
に
対
す
る
政
府
安

全
保
障
能
力
強
化
支
援
に
関
す
る
日
本
国

政
府
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
政
府
と
の
間
の

書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件
（
同
二
六
一
）

〇
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の

確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過

措
置
に
関
す
る
政
令
第
三
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の

と
さ
れ
た
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び

信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
厚
生
年

金
基
金
令
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
指
定
法
人
の
指
定
を
公
告
す
る
件

（
同
三
一
九
）

〇
国
民
年
金
基
金
令
第
二
十
条
第
四
項
の
規

定
に
基
づ
き
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

国
民
年
金
基
金
が
業
務
の
一
部
を
委
託
す

る
こ
と
が
で
き
る
法
人
の
指
定
を
公
告
す

る
件
（
同
三
二
〇
）

〇
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
令
第
六
十
七

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
法
人
の

指
定
の
取
消
を
公
告
す
る
件

（
厚
生
労
働
三
一
五
）

〇
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の

確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過

措
置
に
関
す
る
政
令
第
三
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の

と
さ
れ
た
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び

信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
厚
生
年

金
基
金
令
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
指
定
法
人
の
指
定
の
取
消
を
公
告

す
る
件
（
同
三
一
六
）

〇
国
民
年
金
基
金
令
第
二
十
条
第
四
項
の
規

定
に
基
づ
き
国
民
年
金
基
金
が
業
務
の
一

部
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
法
人
の
指

定
の
取
消
を
公
告
す
る
件
（
同
三
一
七
）

〇
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
令
第
六
十
七

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
法
人
の

指
定
を
公
告
す
る
件
（
同
三
一
八
）

〇
国
民
年
金
基
金
令
第
二
十
条
第
四
項
の
規

定
に
基
づ
き
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

国
民
年
金
基
金
が
業
務
の
一
部
を
委
託
す

る
こ
と
が
で
き
る
法
人
の
指
定
を
公
告
す

る
件
（
同
三
二
一
）

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件

（
農
林
水
産
一
一
六
六
〜
一
一
八
〇
）

〇
船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
型
式
承

認
を
し
た
件
（
国
土
交
通
一
〇
五
八
）

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（
同
一
〇
五
九
、
一
〇
六
〇
）

〇
肱
川
水
系
肱
川
及
び
矢
落
川
に
係
る
洪
水

浸
水
想
定
区
域
、
浸
水
し
た
場
合
に
想
定

さ
れ
る
水
深
の
変
更
に
関
す
る
件

（
四
国
地
方
整
備
局
五
九
）

〇
那
賀
川
水
系
那
賀
川
及
び
派
川
那
賀
川
・

桑
野
川
に
係
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
、
浸

水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
の
変
更

に
関
す
る
件
（
同
六
〇
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

法
務
省

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

貸
金
業
法
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
日
本
貸
金
業
協
会
か
ら
の
届
出
に
関
す
る

公
示
（
金
融
庁
）

試
験
事
務
を
行
う
登
録
実
施
機
関
に
つ
い
て

（
関
東
運
輸
局
）

戸
籍
が
滅
失
し
た
件

（
法
務
省
告
示
配
一
二
二
）

原
戸
籍
が
滅
失
し
た
件
（
同
一
二
三
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁金

融
商
品
取
引
業
者
営
業
保
証
金
取
戻

し
、
建
設
業
の
許
可
の
取
消
処
分
関
係

裁
判
所

相
続
、
失
踪
、
破
産
、
免
責
、特
別
清
算
、

再
生
、
所
有
者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他





復
興
庁
令

法
規
的
告
示

そ
の
他
告
示

令和年月日 月曜日 第号官 報

５

被
供
与
国
政
府
は
、
次
の
こ
と
の
た
め
に
必
要
な

措
置
を
と
る
。

⒜

生
産
物
又
は
役
務
の
購
入
及
び
２

に
規
定
す

る
手
数
料
の
支
払
を
い
つ
で
も
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
両
政
府
の
関
係
当
局
間
の
相
互
の
同
意

に
よ
り
延
長
さ
れ
な
い
限
り
、
贈
与
が
実
施
さ
れ

た
日
の
後
十
二
箇
月
以
内
に
贈
与
及
び
そ
の
利
子

が
勘
定
か
ら
完
全
に
払
い
出
さ
れ
る
こ
と
を
確
保

す
る
こ
と
並
び
に
計
画
の
完
了
後
に
残
額
を
日
本

国
政
府
に
払
い
戻
す
こ
と
。

⒝

生
産
物
又
は
役
務
の
購
入
に
関
し
て
被
供
与
国

に
お
い
て
課
さ
れ
る
関
税
、
内
国
税
そ
の
他
財
政

課
徴
金
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

⒞

贈
与
及
び
そ
の
利
子
の
使
用
に
当
た
り
、
環
境

及
び
社
会
に
妥
当
な
考
慮
を
払
う
こ
と
。

⒟

贈
与
及
び
そ
の
利
子
が
生
産
物
若
し
く
は
役
務

の
購
入
及
び
２

に
規
定
す
る
手
数
料
の
支
払
に

完
全
に
使
用
さ
れ
た
場
合
又
は
日
本
国
政
府
か
ら

要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
勘
定
に
関
す
る
取
引

に
つ
い
て
、
日
本
国
政
府
に
対
し
、
関
連
す
る
取

引
に
つ
い
て
の
契
約
書
、
証
書
類
そ
の
他
の
文
書

の
写
し
を
添
付
の
上
、
日
本
国
政
府
が
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
形
式
の
書
面
に
よ
る
報
告
を
遅

滞
な
く
行
う
こ
と
。

⒠

日
本
国
と
被
供
与
国
と
の
間
の
多
年
に
わ
た
る

友
好
関
係
の
促
進
及
び
強
化
を
考
慮
し
つ
つ
、
生

産
物
又
は
役
務
が
、
被
供
与
国
政
府
に
よ
り
、
専

ら
計
画
の
実
施
を
目
的
と
す
る
活
動
の
た
め
に
適

正
か
つ
効
果
的
に
、
並
び
に
国
際
連
合
憲
章
の
目

的
及
び
原
則
に
適
合
す
る
方
法
で
、
維
持
さ
れ
、

及
び
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

（
日
本
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
使
は
、
日
本
国

政
府
の
代
表
者
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
政
府
（
以
下
「
被
供

与
国
政
府
」
と
い
う
。）の
代
表
者
と
の
間
で
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
王
国
（
以
下
「
被
供
与
国
」
と
い
う
。）の
安
全
保
障
上

の
能
力
及
び
抑
止
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
日

本
国
の
協
力
に
関
し
て
最
近
行
わ
れ
た
討
議
に
言
及
す
る

と
と
も
に
、
日
本
国
政
府
に
代
わ
っ
て
次
の
了
解
を
提
案

す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

１

日
本
国
政
府
は
、
法
の
支
配
に
基
づ
く
平
和
、
安
定

及
び
安
全
の
確
保
、
人
道
目
的
の
活
動
又
は
国
際
平
和

協
力
活
動
を
目
的
と
し
た
被
供
与
国
政
府
に
よ
る
安
全

保
障
上
の
能
力
強
化
に
係
る
計
画
（
以
下
「
計
画
」
と

い
う
。）の
実
施
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
被

供
与
国
政
府
に
対
し
、
日
本
国
の
関
係
法
令
及
び
予
算

に
従
っ
て
、
五
億
円
（
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

の
贈
与
（
以
下
「
贈
与
」
と
い
う
。）を
行
う
。計
画
は
、

情
報
収
集
、
警
戒
監
視
、
偵
察
、
輸
送
、
法
執
行
、
人

道
的
援
助
、
災
害
救
助
若
し
く
は
国
際
平
和
協
力
の
た

め
に
、
又
は
計
画
の
範
囲
内
に
お
い
て
両
政
府
が
決
定

す
る
他
の
適
当
な
目
的
の
た
め
に
実
施
さ
れ
る
。
計
画

は
、
両
政
府
の
関
係
当
局
間
で
作
成
さ
れ
、
及
び
必
要

に
応
じ
修
正
さ
れ
る
文
書
で
定
め
る
。

２

贈
与
及
び
そ
の
利
子
は
、被
供
与
国
政
府
に
よ
り
、

適
正
に
、
か
つ
、
専
ら
計
画
の
実
施
に
必
要
な
生
産

物
又
は
役
務
で
あ
っ
て
両
政
府
の
関
係
当
局
間
で
相

互
に
合
意
す
る
表
に
掲
げ
る
も
の
（
以
下
そ
れ
ぞ
れ

「
生
産
物
」
及
び
「
役
務
」
と
い
う
。）を
購
入
す
る

た
め
、
及
び
計
画
の
実
施
に
必
要
な
手
数
料
を
支
払

う
た
め
に
使
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
生
産
物
は
、
調

達
適
格
国
に
お
い
て
生
産
さ
れ
る
も
の
と
し
、
役
務

は
、
調
達
適
格
国
の
国
民
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
も

の
と
す
る
。

に
規
定
す
る
表
は
、
両
政
府
の
関
係
当
局
間
の

合
意
に
よ
り
修
正
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

に
規
定
す
る
調
達
適
格
国
の
範
囲
は
、
両
政
府

の
関
係
当
局
間
で
別
途
の
文
書
に
よ
り
合
意
さ
れ

る
。

３

被
供
与
国
政
府
は
、
こ
の
了
解
の
効
力
の
生
ず
る

日
の
後
二
箇
月
以
内
に
日
本
国
に
あ
る
銀
行
に
被
供

与
国
政
府
の
名
義
で
円
普
通
預
金
勘
定
（
以
下
「
勘

定
」
と
い
う
。）を
開
設
し
、
か
つ
、
勘
定
を
開
設
し

た
日
の
後
十
四
日
以
内
に
日
本
国
政
府
に
対
し
勘
定

を
開
設
す
る
た
め
の
手
続
を
完
了
し
た
旨
を
書
面
に

よ
り
通
告
す
る
。

勘
定
の
目
的
は
、
４
に
規
定
す
る
日
本
国
政
府
が

払
い
込
む
日
本
円
を
受
領
す
る
こ
と
、
生
産
物
又
は

役
務
の
購
入
に
必
要
な
支
払
を
行
う
こ
と
及
び
両
政

府
の
関
係
当
局
間
で
別
途
の
文
書
に
よ
り
合
意
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
そ
の
他
の
支
払
を
行
う
こ
と
に
限
ら

れ
る
。

４

日
本
国
政
府
は
、
３

に
規
定
す
る
書
面
に
よ
る
通

告
の
受
領
の
日
か
ら
二
千
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
期
間
に
、
１
に
規
定
す
る
金
額
を
勘
定
に
日
本
円

で
払
い
込
む
こ
と
に
よ
り
贈
与
を
実
施
す
る
。
当
該
期

間
は
、
日
本
国
政
府
の
関
係
当
局
の
決
定
に
よ
り
延
長

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒡

日
本
国
政
府
の
書
面
に
よ
る
事
前
の
同
意
を
得

な
い
で
、
生
産
物
又
は
役
務
が
被
供
与
国
政
府
以

外
の
者
に
移
転
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⒢

⒡
の
規
定
を
適
用
す
る
ほ
か
、
日
本
国
政
府
の

事
前
の
同
意
を
得
な
い
で
、
生
産
物
又
は
役
務
が

両
政
府
の
関
係
当
局
間
で
決
定
さ
れ
る
者
以
外
の

被
供
与
国
政
府
に
属
す
る
者
に
移
転
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
。

⒣

計
画
の
実
施
に
必
要
な
土
地
を
確
保
し
、
及
び

用
地
の
整
地
を
行
う
こ
と
。

⒤

計
画
の
実
施
に
必
要
な
配
電
、
給
水
、
排
水
そ

の
他
の
付
随
的
な
諸
施
設
を
提
供
す
る
こ
と
。

⒥

被
供
与
国
に
お
け
る
生
産
物
の
速
や
か
な
積
卸

し
、
通
関
及
び
国
内
輸
送
を
確
保
す
る
こ
と
。

〇
復
興
庁
令
第
五
号

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第

二
十
五
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措

置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
庁
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日内

閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
庁
令

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四

年
復
興
庁
令
第
三
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て

「（
施
行
期
日
）」を
付
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
第
五
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
処
理
の
特

例
）

２

令
和
八
年
度
に
お
け
る
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
償
却
資
産
を
指

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」と
あ
る
の
は
、「
当
該
償
却
資

産
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
償
却
資
産

の
取
得
後
の
事
情
の
変
更
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
に
よ

り
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

そ
の
取
得
後
に
お
い
て
も
当
該
償
却
資
産
を
指
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。」と
す
る
。

附

則

こ
の
庁
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
六
十
五
号

農
業
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
九
年
農
林
水
産
省

令
第
六
十
三
号
）第
九
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

令
和
九
年
産
の
麦
に
適
用
す
る
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
共

済
金
額
の
範
囲
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

（「
次
の
よ
う
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
林

水
産
省
経
営
局
保
険
監
理
官
及
び
関
係
都
道
府
県
庁
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。）

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
五
十
九
号

令
和
八
年
六
月
二
十
二
日
に
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
で
、
人
材

育
成
奨
学
計
画
の
た
め
の
贈
与
等
に
関
す
る
次
の
概
要
の

書
簡
の
交
換
が
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
政
府
と
の
間
に

行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

人
材
育
成
奨
学
計
画
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
役
務
の
購
入

２

贈
与
等
の
限
度
額

三
億
七
千
八
百
万
円

３

贈
与
等
の
供
与
期
限

令
和
十
六
年
十
二
月
三
十
一

日
４

署
名
者

日
本
側

小
泉
勉
在
ラ
オ
ス
大
使

ラ
オ
ス
側

ア
ヌ
パ
ー
プ
・
ヴ
ォ
ン
ノ
ー
ケ
オ
外
務
副

大
臣

令
和
八
年
八
月
十
七
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
六
十
号

令
和
八
年
七
月
十
五
日
に
マ
レ
で
、
人
材
育
成
奨
学
計

画
の
た
め
の
贈
与
等
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換

が
モ
ル
デ
ィ
ブ
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

人
材
育
成
奨
学
計
画
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
役
務
の
購
入

２

贈
与
等
の
限
度
額

一
億
五
千
二
百
万
円

３

贈
与
等
の
供
与
期
限

令
和
十
五
年
十
二
月
三
十
一

日
４

署
名
者

日

本

側

石
神
留
美
子
在
モ
ル
デ
ィ
ブ
大
使

モ
ル
デ
ィ
ブ
側

シ
ェ
リ
ー
ナ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
サ
マ

ド
外
務
担
当
国
務
大
臣

令
和
八
年
八
月
十
七
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
六
十
一
号

令
和
八
年
七
月
十
九
日
に
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
王
国
政
府
に
対
す
る
政
府
安
全
保
障
能
力
強
化
支
援
に

関
す
る
次
の
書
簡
の
交
換
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
政
府
と
の

間
に
行
わ
れ
た
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充


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⒦

被
供
与
国
に
お
い
て
計
画
の
実
施
に
従
事
す
る

者
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
。

⒧

生
産
物
又
は
役
務
の
供
給
に
関
連
し
て
そ
の
役

務
が
必
要
と
さ
れ
る
日
本
国
又
は
第
三
国
の
自
然

人
に
対
し
、
そ
の
作
業
の
遂
行
の
た
め
被
供
与
国

へ
の
入
国
及
び
被
供
与
国
に
お
け
る
滞
在
に
必
要

な
便
宜
を
与
え
る
こ
と
。

⒨

計
画
の
実
施
に
必
要
な
全
て
の
経
費
（
贈
与
及

び
そ
の
利
子
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
も
の
を
除

く
。）を
負
担
す
る
こ
と
。

⒩

計
画
の
完
了
後
、
日
本
国
政
府
に
対
し
て
計
画

に
関
す
る
最
終
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

⒪

生
産
物
又
は
役
務
に
関
す
る
秘
密
情
報
を
適
切

に
保
護
す
る
こ
と
。

被
供
与
国
政
府
は
、
日
本
国
政
府
に
対
し
、
贈
与

及
び
そ
の
利
子
並
び
に
生
産
物
又
は
役
務
に
関
す
る

必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
。

被
供
与
国
政
府
は
、
生
産
物
の
海
上
輸
送
及
び
海

上
保
険
に
関
し
、
海
運
会
社
及
び
海
上
保
険
会
社
の

間
の
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
を
妨
げ
る
こ
と
が
あ
る

い
か
な
る
制
限
を
課
す
る
こ
と
も
差
し
控
え
る
。

被
供
与
国
政
府
は
、
日
本
国
政
府
が
行
う
生
産
物

又
は
役
務
の
状
況
（
生
産
物
又
は
役
務
が

⒠
の
規

定
に
従
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
含
む
。）

を
確
認
す
る
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
及
び
計
画
に
関

す
る
情
報
の
開
示
の
た
め
に
協
力
し
、
及
び
必
要
な

措
置
（
生
産
物
又
は
役
務
に
関
す
る
必
要
な
情
報
の

提
供
及
び
現
場
へ
の
立
入
り
の
許
可
を
含
む
。）を
と

る
。

６

こ
の
了
解
は
、
両
政
府
の
関
係
当
局
間
の
協
議
に
よ

り
合
意
さ
れ
る
手
続
細
目
に
従
っ
て
実
施
さ
れ
る
。

７

被
供
与
国
政
府
は
、
こ
の
了
解
に
適
合
し
な
い
行
為

を
禁
止
し
、
及
び
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と

る
も
の
と
し
、
そ
の
よ
う
な
行
為
が
発
見
さ
れ
た
場
合

に
は
、
適
当
な
期
間
内
に
是
正
措
置
を
と
る
。

８

両
政
府
は
、
こ
の
了
解
か
ら
又
は
こ
の
了
解
に
関
連

し
て
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
い
か
な
る
事
項
に
つ
い
て
も

相
互
に
協
議
す
る
。

本
使
は
、
更
に
、
こ
の
書
簡
及
び
被
供
与
国
政
府
に
代

わ
っ
て
前
記
の
了
解
を
確
認
さ
れ
る
閣
下
の
返
簡
が
両
政

府
間
の
合
意
を
構
成
し
、
そ
の
合
意
が
閣
下
の
返
簡
の
日

付
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
提
案
す
る

光
栄
を
有
し
ま
す
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
十
六
号

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
七
十
四
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
七
十
三
号
）
第
一
条
の
規

定
に
よ
る
廃
止
前
の
厚
生
年
金
基
金
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
令
和
三
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
十
四
号
に
よ
り
指
定
法
人
と
し
て
の
指
定
に
つ
い
て
公
告
し
た
み
ず
ほ
リ

サ
ー
チ
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
株
式
会
社
の
指
定
を
、
令
和
八
年
七
月
二
十
九
日
付
け
で
取
り
消
し
た
の
で
、
同
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
き
公
告
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
十
七
号

国
民
年
金
基
金
令
（
平
成
二
年
政
令
第
三
百
四
号
）
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
三
年
厚
生
労
働
省

告
示
第
三
百
十
六
号
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
民
年
金
基
金
が
そ
の
業
務
の
一
部
を
委
託
す
る
こ
と
が
で

き
る
法
人
と
し
て
の
指
定
に
つ
い
て
公
告
し
た
み
ず
ほ
リ
サ
ー
チ
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
株
式
会
社
の
指
定
を
、
令
和
八

年
七
月
二
十
九
日
付
け
で
取
り
消
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
告
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
十
八
号

確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
四
百
二
十
四
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
業

主
等
が
受
託
業
務
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
法
人
と
し
て
、
令
和
八
年
七
月
二
十
九
日
付
け
で
次
の
も
の
を
指
定
し

た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
告
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

名

称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
五
番
五
号

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
十
九
号

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
七
十
四
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
七
十
三
号
）
第
一
条
の
規

定
に
よ
る
廃
止
前
の
厚
生
年
金
基
金
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
存
続
厚
生
年
金
基
金
が
そ
の
業
務
の
一
部
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
法
人
と
し
て
、
令
和
八
年
七
月
二
十
九
日
付

け
で
次
の
も
の
を
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
告
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

名

称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
五
番
五
号

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
二
十
号

国
民
年
金
基
金
令
（
平
成
二
年
政
令
第
三
百
四
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
民
年
金
基
金
が
そ
の
業
務

の
一
部
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
法
人
と
し
て
、
令
和
八
年
七
月
二
十
九
日
付
け
で
次
の
も
の
を
指
定
し
た
の
で
、

同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
告
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

名

称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
五
番
五
号

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
二
十
一
号

国
民
年
金
基
金
令
（
平
成
二
年
政
令
第
三
百
四
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
民
年
金
基
金
が
そ
の
業
務

の
う
ち
申
出
受
理
業
務
の
み
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
法
人
と
し
て
、
令
和
八
年
十
月
一
日
付
け
で
次
の
も
の
を
指

定
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
告
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

名

称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

奈
良
県
商
工
会
連
合
会

奈
良
県
奈
良
市
西
大
寺
南
町
八
番
三
十
三
号

本
使
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
閣
下

に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
二
十
六
年
七
月
十
九
日
に
プ
ノ
ン
ペ
ン
で

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
駐
在

日
本
国
特
命
全
権
大
使

植
野
篤
志

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国

副
首
相
兼
国
防
大
臣

テ
ィ
ア
・
セ
イ
ハ
ー
閣
下

（
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
大
臣
は
、
本
日

付
け
の
閣
下
の
次
の
書
簡
を
受
領
し
た
こ
と
を
確
認
す
る

光
栄
を
有
し
ま
す
。

（
日
本
側
書
簡
）

本
大
臣
は
、
更
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
政
府
に
代
わ
っ

て
前
記
の
了
解
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
閣
下
の
書
簡
及

び
こ
の
返
簡
が
両
政
府
間
の
合
意
を
構
成
し
、
そ
の
合
意

が
こ
の
返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る

こ
と
に
同
意
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
大
臣
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
閣

下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
二
十
六
年
七
月
十
九
日
に
プ
ノ
ン
ペ
ン
で

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国

副
首
相
兼
国
防
大
臣

テ
ィ
ア
・
セ
イ
ハ
ー

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
駐
在

日
本
国
特
命
全
権
大
使

植
野
篤
志
閣
下

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
六
十
二
号

令
和
八
年
七
月
十
六
日
に
リ
ヤ
ド（
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
）

で
、
イ
エ
メ
ン
共
和
国
内
の
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
食
糧

援
助
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
世
界
食
糧
計

画
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

食
糧
援
助
規
約
に
関
連
し

て
行
わ
れ
る
食
糧
援
助
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生

産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

三
億
円

３

署
名
者

日

本

側

中
島
洋
一
在
イ
エ
メ
ン
大
使

世
界
食
糧
計
画
側

エ
ル
キ
デ
ィ
ー
ル
・
ダ
ー
ル
ム
在

イ
エ
メ
ン
事
務
所
代
表

令
和
八
年
八
月
十
七
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
十
五
号

確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
四
百
二
十
四
号
）
第
六
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

令
和
三
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
十
五
号
に
よ
り
指
定
法
人
と
し
て
の
指
定
に
つ
い
て
公
告
し
た
み
ず
ほ
リ
サ
ー

チ
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
株
式
会
社
の
指
定
を
、
令
和
八
年
七
月
二
十
九
日
付
け
で
取
り
消
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
公
告
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎





令和年月日 月曜日 第号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
六
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

佐
賀
県
佐
賀
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
佐
賀
県
庁
及
び
佐
賀
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
六
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
県
苫
田
郡
鏡
野
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
鏡
野
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
六
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

京
都
府
南
丹
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
京
都
府
庁
及
び
南
丹
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
六
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
県

米
郡
美
咲
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。美

咲
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
美
咲
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
七
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
県

米
郡
美
咲
町
中
字
中
尾
二
六
九
六

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡

山
県
庁
及
び
美
咲
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
七
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岐
阜
県
下
呂
市
小
坂
町
赤
沼
田
字
水
洞
一
八
五
六
、

一
八
六
六
、
一
八
六
九
か
ら
一
八
七
一
ま
で
、
一
八
八

四
二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐

阜
県
庁
及
び
下
呂
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
七
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岐
阜
県
山
県
市

原
字
鯱
尾
五
六
八
〇

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐

阜
県
庁
及
び
山
県
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
七
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岐
阜
県
郡
上
市
和
良
町
鹿
倉
字
ヱ
イ
谷
八
〇
二
の
三

（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

ヱ
イ
谷
八
〇
二
の
三
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。


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３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岐
阜
県
庁
及
び
郡
上
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

二

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

三
重
県
津
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出

の
防
備

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
三
重
県
庁
及
び
津
市
役
所
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
鳥
取
県
庁
及
び
日
南
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
七
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

宮
城
県
大
崎
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
及
び
大
崎
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
七
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

宮
城
県
大
崎
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
及
び
大
崎
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
七
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

鳥
取
県
日
野
郡
日
南
町
花
口
字
長
者
原
一
の
七
、
字

花
口
東
山
一
九
九
五
の
一
、
一
九
九
五
の
五
、
一
九
九

五
の
七
、
宮
内
字
鬼
林
山
一
三
三
七
の
一
か
ら
一
三
三

七
の
二
二
ま
で
、
字
大
平
ル
一
三
四
〇
か
ら
一
三
四
三

ま
で
、
字
ノ
マ
ズ
一
四
一
八
の
一
、
一
四
一
八
の
二
、

一
四
一
八
の
四
か
ら
一
四
一
八
の
六
ま
で
、
字
ア
ダ
馬

渡
一
四
一
九
の
一
、
一
四
一
九
の
二
、一
四
一
九
の
六
、

一
四
一
九
の
七
、
一
四
二
〇
の
一
、
一
四
二
〇
の
二
、

一
四
二
〇
の
四
、
一
四
二
〇
の
五
、
字
奥
馬
渡
一
四
二

一
の
一
、
一
四
二
二
の
一
か
ら
一
四
二
二
の
三
ま
で
、

一
四
二
二
の
五
、
字
東
山
一
四
二
三
の
一
、
一
四
二
三

の
二
、
一
四
二
三
の
四
、
一
四
二
三
の
五
、
一
四
二
三

の
七
か
ら
一
四
二
三
の
一
三
ま
で
、
字
蛇
ヶ
喰
一
四
二

四
の
一
か
ら
一
四
二
四
の
三
ま
で
、
一
四
二
五
、
一
四

二
六
の
一
か
ら
一
四
二
六
の
三
ま
で
、
字
カ
リ
ヤ
床
一

四
二
七
の
一
、
一
四
二
七
の
四
、
一
四
二
八
（
次
の
図

に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
字
水
谷
一
四
三
九
の
一
か
ら

一
四
三
九
の
三
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
七
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

三
重
県
津
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
七
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
亀
山
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
三
重
県
庁
及
び
亀
山
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
七
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
北
町
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。）、
北
牟
婁
郡
紀
北
町
（
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
三
重
県
庁
及
び
紀
北
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）
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型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
5858号

ジ
ャ
イ
ロ
コ
ン
パ

ス
Ｔ
Ｇ

8200

東
京
計
器
株
式
会
社
東
京
都
大
田
区
羽
田
空
港
一
丁

目
１
番
４
号

第
5859号

〃
Ｔ
Ｇ

8300

〃
〃

第
5860号

ジ
ャ
イ
ロ
コ
ン
パ

ス
の
レ
ピ
ー
タ

Ｒ
Ｐ

61
１

〃
〃

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
五
十
八
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
七
月
三
十
日
付
け

を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
十

二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
五
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
承
認
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

施
行
者
の
名
称

国
土
交
通
大
臣

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

熊
本
都
市
計
画
道
路
事
業
１
・
４
・
６
号
中
九
州
横
断
道
路
大
津
熊
本
線

三

事
業
施
行
期
間

自
令
和
五
年
二
月
十
五
日
至
令
和
八
年
八
月
十
七
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

変
更
な
し

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
六
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
承
認
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

施
行
者
の
名
称

国
土
交
通
大
臣

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

大
津
都
市
計
画
道
路
事
業
１
・
４
・
１
号
中
九
州
横
断
道
路
大
津
熊
本
線
及

び
熊
本
都
市
計
画
道
路
事
業
１
・
４
・
６
号
中
九
州
横
断
道
路
大
津
熊
本
線

三

事
業
施
行
期
間

自
令
和
六
年
十
二
月
十
日
至
令
和
八
年
八
月
十
七
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

変
更
な
し

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
松
阪
市
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）、
松
阪
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
三
重
県
庁
及
び
松
阪
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

参

議

院

報
告
、
勧
告
及
び
意
見
書
受
領

八
月
七
日
人
事
院
総
裁
か
ら
、
国
家
公
務
員
法
、
一
般

職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
、
一
般
職
の
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
等
に
基
づ
く
公
務
員
人

事
管
理
に
つ
い
て
の
報
告
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
つ

い
て
の
報
告
、
勧
告
及
び
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
及

び
休
暇
に
つ
い
て
の
勧
告
並
び
に
国
家
公
務
員
災
害
補
償

法
の
改
正
に
つ
い
て
の
意
見
を
受
領
し
た
。

法

務

省

安
倍

嘉
一

池
田

悠

石
田

信
平

石
田

眞
得

一
ノ
澤
直
人

井
上

武
史

今
津

幸
子

宇
藤

崇

浦
田

悠
一

遠
藤

啓
之

太
田

晃
詳

大
槻

文
俊

大
林

啓
吾

岡
庭

幹
司

尾
島

茂
樹

小
田

勇
一

大
日
方
信
春

笠
原

武
朗

片
桐

直
人

金
子

敏
哉

金
子

直
史

亀
井
源
太
郎

河
原

俊
也

神
前

禎

岸
本

太
樹

北
島

典
子

北
見

宏
介

木
村

琢
麿

金

春

櫛
橋

明
香

黒
川

由
子

小
池
信
太
郎

髙

秀
成

小
林

彩
子

齊
藤

高
広

酒
井

博
行

柴
田

憲
司

志
甫

治
宣

白
石

友
行

杉
原

則
彦

杉
本

一
敏

杉
本

好
央

鈴
木

隆
元

瀬
戸
口
壯
夫

園
田

賢
治

滝
澤
紗
矢
子

竹
中

悟
人

田
澤

元
章

田
中

良
弘

玉
井

利
幸

田
山

聡
美

土
田

亮

鶴
田

滋

手
賀

寛

道
垣
内
正
人

戸
部

真
澄

友
岡

史
仁

豊
田

兼
彦

中
林

暁
生

中
村

新

〇
四
国
地
方
整
備
局
告
示
第
五
十
九
号

令
和
二
年
四
国
地
方
整
備
局
告
示
第
五
十
四
号
に
よ
り
定
め
た
肱
川
水
系
肱
川
及
び
矢
落
川
に
係
る
洪
水
浸
水
想
定

区
域
、
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
を
変
更
し
た
の
で
、
水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第

十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
同
条
第
四
項
及
び
水
防
法
施
行
規
則（
平
成
十
二
年
建
設
省
令
第
四
十
四
号
）

第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
四
国
地
方
整
備
局
及
び
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
に
備
え
置
き
、
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

四
国
地
方
整
備
局
長

奥
田

晃
久

〇
四
国
地
方
整
備
局
告
示
第
六
十
号

平
成
二
十
八
年
四
国
地
方
整
備
局
告
示
第
七
十
七
号
に
よ
り
定
め
た
那
賀
川
水
系
那
賀
川
及
び
派
川
那
賀
川
・
桑
野

川
に
係
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
、
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
を
変
更
し
た
の
で
、
水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年

法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
同
条
第
四
項
及
び
水
防
法
施
行
規
則
（
平
成
十
二

年
建
設
省
令
第
四
十
四
号
）
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
四
国
地
方
整
備
局
及
び
那
賀
川
河
川
事
務
所
に
備
え
置
き
、
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

四
国
地
方
整
備
局
長

奥
田

晃
久

内

閣

検
事
長

川
原

隆
司

検
事
総
長
に
任
命
す
る

検
事

竹
内

寛
志

同

伊
藤

栄
二

同

加
藤

俊
治

同

小
池

隆

同

森
本

加
奈

検
事
長
に
任
命
す
る
（
各
通
）

検
事

新
河

隆
志

次
長
検
事
に
任
命
す
る

松
居

眞
司

大
隅

洋

石
月

英
雄

北
川

克
郎

特
命
全
権
大
使
に
任
命
す
る
（
各
通
）

検
事
総
長

畝
本

美

次
長
検
事

山
元

裕
史

検
事
長

池

浩

同

浦
田

啓
一

同

山
本
真
千
子

同

瀬
戸

毅

願
に
依
り
本
官
を
免
ず
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
二
日
）





皇
室
事
項

官
庁
報
告

登
録
番
号

商
号
、
名
称
又
は
氏
名

貸
金
業
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項

令
和
８
年
７
月
15日
付
で
、
日
本
貸
金
業
協
会
へ
の
加

入
を
承
認
し
た
業
者

東
京
都
知
事


第
32061号

シ
ー
・
ア
イ
・
ビ
ー
・

シ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
マ
ー

ケ
ッ
ツ
（
ジ
ャ
パ
ン
）
イ
ン

ク

東
京
都
知
事


第
32070号

コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
・
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

東
京
都
知
事


第
32072号

紀
尾
井
町
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
株

式
会
社

大
阪
府
知
事


第
13043号

株
式
会
社
ツ
バ
サ
建
業

大
阪
府
知
事


第
13044号

株
式
会
社
天
王
寺
開
発

変
更

年
月
日

登
録
番
号

変
更
後
の
商
号
、
名

称
又
は
氏
名
（
旧
商

号
等
）

日
本
貸
金
業
協
会
に
対
し
、
商
号
、
名
称
又
は
氏
名
の

変
更
の
報
告
が
あ
っ
た
業
者

令
和
８
年

６
月
11日

関
東
財
務
局


第
01462号

な
の
は
な
信
用
保
証

株
式
会
社
（
ち
ば
興

銀
カ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
）

登
録
番
号

商
号
、
名
称
又
は
氏
名

令
和
８
年
７
月
15日
付
で
、
日
本
貸
金
業
協
会
か
ら
の

脱
退
を
理
事
会
に
報
告
し
た
業
者
（
廃
業
）

徳
島
県
知
事


第
00381号

有
限
会
社
春
日
商
事

長
野
県
知
事

(長
14)第

00299号
オ
リ
オ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
株
式

会
社

北
海
道
知
事


石
第
03059号

ど
さ
ん
こ
地
域
活
性
化
投
資

事
業
有
限
責
任
組
合

登
録
番
号

商
号
、
名
称
又
は
氏
名

令
和
８
年
７
月
15日
付
で
、
日
本
貸
金
業
協
会
か
ら
の

脱
退
を
理
事
会
に
報
告
し
た
業
者
（
不
更
新
）

東
京
都
知
事


第
13520号

丸
晶
商
事

沖
縄
県
知
事


第
00937号

上
原
金
融

令和年月日 月曜日 第号官 報

長
屋

文
裕

成
瀬

剛

西
部

俊
宏

野
田

耕
志

橋
本

陽
子

蓮
井

俊
治

秦

公
正

林

誠
司

原

弘
明

原
田

和
往

平
野

哲
郎

深
町

晋
也

福
島

洋
尚

星

周
一
郎

本
庄

淳
志

正
木

宏
長

松
尾

誠
紀

松
下

祐
記

松
田

岳
士

松
戸

浩

皆
川

宏
之

南
川

和
宣

宮
木

康
博

宮
下

修
一

矢
部

耕
三

山
木
戸
勇
一
郎

山
下

昇

山
根

崇
邦

吉
池

信
也

吉
開

多
一

和
田

俊
憲

渡
部
美
由
紀

判
事
兼
簡
易
裁
判
所
判
事

佐
藤

政
達

令
和
八
年
司
法
試
験
考
査
委
員
に
任
命
す
る

任
期
は
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
（
各
通
）

検
事

青
野

卓
也

同

荒
井

徹
伊

同

伊
瀬
知
陽
平

同

今
井

誠

同

植
松

秀
治

同

川
山

泰
弘

同

栗
木

傑

同

玉
本

将
之

同

筒
井

督
雄

同

道
面

正
朋

同

早
渕

宏
毅

同

堀
内

元
城

同

松
本

麗

検
事
兼
法
務
事
務
官

池
田

美
穂

同

日
下
部
祥
史

同

倉

龍
輔

同

西
村

翔
太

令
和
八
年
司
法
試
験
考
査
委
員
に
併
任
す
る

併
任
の
期
間
は
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る

（
各
通
）検

事

木
下

英
春

検
事
兼
法
務
事
務
官

木
田
佳
央
人

令
和
八
年
司
法
試
験
考
査
委
員
に
併
任
す
る

併
任
の
期
間
は
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る

令
和
八
年
司
法
試
験
予
備
試
験
考
査
委
員
に
併
任
す
る

併
任
の
期
間
は
令
和
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る

（
各
通
）検

事

小
倉
健
太
郎

令
和
八
年
司
法
試
験
考
査
委
員
の
併
任
を
解
除
す
る

令
和
八
年
司
法
試
験
予
備
試
験
考
査
委
員
の
併
任
を
解
除

す
る

（
法
務
省
保
護
局
総
務
課
長
）
法
務

事
務
官

南
元

英
夫

法
務
省
大
臣
官
房
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
審

議
官
に
昇
任
さ
せ
る

（
法
務
省
大
臣
官
房
施
設
課
長
）
同

細
川

隆
夫

法
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
（
矯
正
局
担
当
）
に
昇
任
さ
せ

る

（
法
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
（
矯
正

局
担
当
））同

山
本

宏
一

法
務
省
矯
正
局
長
に
昇
任
さ
せ
る

（
法
務
省
大
臣
官
房
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
審
議
官
）

同

滝
田

裕
士

法
務
省
保
護
局
長
に
昇
任
さ
せ
る

（
広
島
法
務
局
長
）
同

江
口

幹
太

法
務
省
人
権
擁
護
局
長
に
昇
任
さ
せ
る

（
法
務
省
民
事
局
総
務
課
登
記
情
報

管
理
室
長
）
同

杉
山

典
子

法
務
省
民
事
局
商
事
課
長
に
昇
任
さ
せ
る

（
法
務
省
保
護
局
更
生
保
護
振
興
課

長
）
同

石
川

祐
介

法
務
省
保
護
局
総
務
課
長
に
配
置
換
す
る

（
仙
台
保
護
観
察
所
長
）
同

田
代

晶
子

法
務
省
保
護
局
更
生
保
護
振
興
課
長
に
転
任
さ
せ
る

（
法
務
省
人
権
擁
護
局
調
査
救
済
課

長
）
同

櫻
庭

倫

法
務
省
人
権
擁
護
局
総
務
課
長
に
配
置
換
す
る

（
法
務
省
民
事
局
商
事
課
長
）
同

田
中

普

法
務
省
人
権
擁
護
局
調
査
救
済
課
長
に
配
置
換
す
る

（
法
務
省
人
権
擁
護
局
総
務
課
長
）

同

齊
藤

雄
一

広
島
法
務
局
長
に
昇
任
さ
せ
る

（
法
務
省
大
臣
官
房
人
事
課
長
補
佐

（
補
佐
官
））同

亀
山

砂
織

検
事
総
長
秘
書
官
に
昇
任
さ
せ
る

（
法
務
省
保
護
局
参
事
官
）
同

守
谷

哲
毅

仙
台
保
護
観
察
所
長
に
転
任
さ
せ
る

（
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
）
同

杉
浦

直
紀

辞
職
を
承
認
す
る
（
以
上
八
月
十
二
日
）

認
証
官
任
命
式

八
月
十
二
日
午
後
四
時
、
宮
中
に
お
い
て
、
検
事
総
長

川
原
隆
司
、
検
事
長
竹
内
寛
志
、
同
伊
藤
栄
二
、
同
加
藤

俊
治
、
同
小
池
隆
、
同
森
本
加
奈
、次
長
検
事
新
河
隆
志
、

特
命
全
権
大
使
松
居
眞
司
、
同
大
隅
洋
、
同
石
月
英
雄
及

び
同
北
川
克
郎
の
認
証
官
任
命
式
が
行
わ
れ
た
。

御
祝
電
及
び
御
答
電

天
皇
誕
生
日
に
際
し
、
七
月
二
十
八
日
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
大
公
殿
下
か
ら
御
祝
電
を
寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
八

月
十
日
御
答
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

貸
金
業
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
三

十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
日
本
貸
金
業
協
会
よ
り

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
四
十
一
条
の
十
二
第
四
号

の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

金
融
庁
長
官

伊
藤

豊

官
庁
事
項

試
験
事
務
を
行
う
登
録
実
施
機
関
に
つ
い
て

タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
（
昭
和
45年
法
律

第
75号
）
第
49条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
試
験
事
務

を
行
う
登
録
実
施
機
関
を
下
記
の
と
お
り
と
す
る
の
で
、

タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
45

年
運
輸
省
令
第
66号
）
第
39条
の
３
の
規
定
に
よ
り
、
公

示
す
る
。

令
和
８
年
８
月
17
日関
東
運
輸
局
長
藤
田
礼
子

記
（
指
定
地
域
の
名
称
）

さ
い
た
ま
地
域

（
変
更
前
の
登
録
実
施
機
関
の
名
称
）

一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
乗
用
自
動
車
協
会

（
変
更
後
の
登
録
実
施
機
関
の
名
称
）

一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
協
会

（
登
録
実
施
機
関
の
住
所
）

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３

10
４
八

千
代
ビ
ル
１
階

（
変
更
年
月
日
）

令
和
８
年
６
月
17日





公 告

令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

諸 事 項

建設業の許可の取消処分の公告
建設業法（昭和24年法律第100号）第29条第１

項の規定による処分をしたので、同法第29条の５
第１項の規定に基づき、次のとおり公告する。
令和８年８月 17 日

中国地方整備局長 山本 大志
１ 処分をした年月日 令和８年７月23日
２ 被処分者の商号、代表者の氏名、主たる営業
所の所在地及び許可番号 ＤＮＴ山陽ケミカル
株式会社 加藤 靖之 広島県広島市南区大州
３４１ 国土交通大臣許可（般６）第
27598号

３ 処分の内容 建設業法第29条第１項に基づく
許可の取消し（舗装工事業に関する一般建設業
の許可）
４ 処分の原因となった事実 令和８年７月23日
付けで建設業法第12条（第17条において準用す
る場合を含む。）の規定による一部の業種に係る
廃業の届出があり、このことが同法第29条第１
項第５号に該当する。

相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告





令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報





令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

失踪に関する届出の催告

失 踪 宣 告

破産手続開始






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間

破産手続終結






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

破産手続終結及び免責許可決定

破産債権の届出期間及び一般
調査期日

破産債権の届出期間及び一般
調査期間

書面による計算報告






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

特別清算開始

令和8年（ヒ）第3020号
大阪市福島区福島五丁目６番３８号ラグザ大阪
レジデンス１階
清算株式会社 グランド理美容株式会社
代表清算人 伊藤よしの
１ 決定年月日 令和8年7月31日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

大阪地方裁判所第６民事部
令和8年（ヒ）第3021号
兵庫県宝塚市湯本町１番４６号宝南ショップス
北館２階
清算株式会社 株式会社グランド
代表清算人 伊藤よしの
１ 決定年月日 令和8年7月31日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

大阪地方裁判所第６民事部
令和8年（ヒ）第3022号
兵庫県宝塚市湯本町１番４６号宝南ショップス
北館１階
清算株式会社 株式会社神戸グランド
代表清算人 伊藤よしの
１ 決定年月日 令和8年7月31日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

大阪地方裁判所第６民事部

令和8年（ヒ）第3023号
大阪市福島区福島五丁目６番３８号ラグザ大阪
レジデンス１階
清算株式会社 株式会社グランド商事
代表清算人 伊藤よしの
１ 決定年月日 令和8年7月31日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

大阪地方裁判所第６民事部

特別清算終結
令和７年（ヒ）第１００６号
福岡市博多区浦田一丁目１番１号
清算株式会社 エージェイ物産株式会社
１ 決定年月日 令和８年７月３１日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

福岡地方裁判所第４民事部

特別清算協定認可

令和８年（ヒ）第５号
静岡県浜松市中央区入野町９０２９番地の１
清算株式会社 株式会社ぴゅあサポート
代表清算人 伊藤 裕子
１ 決定年月日 令和８年７月２９日
２ 主文 次の協定を認可する。

協 定
第１ 通則
１ 協定の対象となる債権
本協定の対象となる債権は、株式会社ぴゅ
あサポート（以下、「清算株式会社」という。）
に対する本特別清算手続開始決定日までの原
因に基づいて発生した債権（以下、「協定債
権」という。）とする。
２ 利息・遅延損害金の免除
協定債権に対する本特別清算開始決定後の
利息及び遅延損害金は、本協定認可決定確
定時に全額免除を受ける。

３ 弁済の方法及び端数の処理
（１）弁済の方法

協定債権の弁済は、本特別清算手続におけ
る清算人代理事務所（東京都千代田区丸の内
１－９－２グラントウキョウサウスタワー１
３階）において行う。但し、協定債権者が金
融機関の口座に振り込む方法を指定した場合
は、当該口座への振込により弁済する（振込
手数料は金融機関の口座に振り込む方法を指
定した協定債権者の負担とする。）。

（２）弁済における端数の処理
協定債権の弁済において生じる弁済額の１
円未満の端数は切り捨てる。

令和８年（ヒ）第１号
徳島県阿南市宝田町荒井20番地
清算株式会社 株式会社ＫＳ商会
代表清算人 坂本 宗彦
１ 決定年月日 令和８年７月31日
２ 主文 次の協定を認可する。
協 定
１ 本協定の対象となる債権は、清算株式会社
に対する債権のうち、一般の先取特権その他
一般の優先権がある債権、特別清算の手続の
ために清算株式会社に対して生じた債権、及
び特別清算の手続に関する清算株式会社に対
する費用請求権を除いた債権（以下「協定債
権」という。）であり、同債権を有するもの
を協定債権者という。
２ 別紙協定債権者一覧記載の協定債権者は、
清算株式会社に対する協定債権の全額（協定
債権に対する利息、遅延損害金の一切を含
む。）につき、その債務を免除する。
３ 前項の債務免除の後、清算株式会社に新た
な財産が発見されたときは、清算株式会社は、
これを速やかに換価し、各協定債権者に対し、
換価代金から必要な費用を控除した残額を別
紙協定債権者一覧の協定債権額に応じて按分
して弁済する（ただし、1円末満の端数につ
いては一律に切り捨てて弁済額を計算す

る。）。この場合における弁済は、各協定債権
者の指定する金融機関口座に振り込む方法に
より実施する。ただし、振込手数料は清算株
式会社の負担とする。
４ 前項の場合においては、各協定債権者が第
２項の規定により行った債務の免除は、新た
にされた弁済の限度で効力を失うものとす
る。

（別紙省略）
徳島地方裁判所阿南支部

第２ 一般債権
１ 一般債権の定義
一般債権とは、協定債権のうち、後記第３．
１で定義する関係者債権に該当しないものを
いう。

２ 一般債権の弁済及び放棄
（１）一般債権の弁済

清算株式会社は、各一般債権者に対し、本
協定認可決定確定日から２か月以内に、本
協定認可決定確定時に清算株式会社が有す
る資産総額から、本特別清算手続が結了す
るまでに発生しまたは発生することが見込
まれる一般の先取特権その他一般の優先権
がある債権、特別清算手続に係る清算株式
会社に対する費用請求権に基づく債権、特
別清算手続のために清算株式会社に対して
生じた債権の合計額を控除した残額を弁済
原資として、別紙「債権額一覧表」記載の
各債権額に応じて按分した額を弁済する。
但し、株式会社日本政策金融公庫が清算株
式会社に対して有する一般債権のうち、資
本性ローン債権85,000,000円（以下、「劣
後債権」という。）は他の一般債権の弁済
に劣後するものとし、他の一般債権が全て
弁済された後、弁済を受けるものとする（後
記（３）に定める追加弁済の場合も同じ。）。

（２）一般債権の放棄
各一般債権者は、上記（１）の弁済を受けた
ときに、その余の一般債権をすべて放棄す
る。なお、上記（１）の弁済原資が存しない
場合、弁済原資が存しない旨の通知を清算
株式会社が各一般債権者に通知したとき
に、各一般債権者は一般債権をすべて放棄
する。

（３）追加弁済
上記（１）による弁済後、清算株式会社に新
たな財産が発見されたときは、これを清算
株式会社が換価した上、各一般債権者に対
し、その換価代金から必要な費用を控除し
た残額を追加弁済原資として、別紙「債権
額一覧表」記載の各一般債権額に応じて按
分した額を弁済する。この場合、当該追加
弁済の範囲においては、上記（２）による放
棄の効力は失われるものとする。

第３ 関係者債権
１ 関係者債権の定義
関係者債権とは、協定債権のうち、伊藤裕
子、伊藤仁士及び縣健太郎が清算株式会社に
対して有する各債権をいう。
２ 関係者債権についての放棄
関係者債権者は、本協定認可決定確定時に
おいて、関係者債権をすべて放棄する。
（別紙省略）

以 上
静岡地方裁判所浜松支部民事部






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生手
続開始






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所在等不明共有者の持分の取
得の裁判に関する異議の催告





令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報 所有者不明土地管理命令に関

する異議の催告

会 社 そ の 他 の 公 告

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 六 月 十 二 日

掲 載 頁 一 二 三 頁 （ 号 外 第 一 三 〇 号 ）

（ 乙 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 六 月 十 二 日

掲 載 頁 一 四 一 頁 （ 号 外 第 一 三 〇 号 ）

令 和 八 年 八 月 十 七 日

北 海 道 深 川 市 文 光 町 一 五 番 六 号

（ 甲 ） 株 式 会 社 北 開 測 地

代 表 取 締 役 立 花 貴 男

北 海 道 旭 川 市 東 鷹 栖 東 三 条 三 丁 目 一 九 二 七

番 地 （ 乙 ） 株 式 会 社 ニ ュ ー ア ク シ ス

代 表 取 締 役 山 崎 辰 雄




令和年月日 月曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
日

掲
載
頁

一
四
七
頁
（
号
外
第
一
五
五
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
日

掲
載
頁

一
三
一
頁
（
号
外
第
一
五
五
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
三
丁
目
五
番
八
号

（
甲
）
株
式
会
社
ポ
プ
ラ
社

代
表
取
締
役

加
藤

裕
樹

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
三
丁
目
五
番
八
号

（
乙
）
株
式
会
社
そ
う
え
ん
社

代
表
取
締
役

金
子

元
子
（
吉
田

元
子
）

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
三
十
日

掲
載
頁

一
二
〇
頁
（
号
外
第
一
四
五
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
一
日

掲
載
頁

八
十
三
頁
（
号
外
第
一
四
七
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
八
番
二
号

（
甲
）
株
式
会
社
税
務
研
究
会

代
表
取
締
役

山
根

毅

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
八
番
二
号

（
乙
）
株
式
会
社
税
研
情
報
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

山
根

毅

合
併
公
告

左
記
会
社
の
う
ち
、
甲
及
び
乙
は
合
併
し
て
、
甲
は
乙

の
権
利
義
務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
（
第
Ａ
合
併
）。

ま
た
、
第
Ａ
合
併
の
効
力
発
生
を
条
件
と
し
て
、
左
記

会
社
の
う
ち
、
甲
及
び
丙
は
合
併
し
て
、
甲
は
丙
の
権
利

義
務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
、
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
（
第
Ｂ
合
併
）
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
三
日

掲
載
頁

一
〇
二
頁
（
号
外
第
一
三
七
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
三
日

掲
載
頁

一
〇
二
頁
（
号
外
第
一
三
七
号
）

（
丙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
三
日

掲
載
頁

一
〇
二
頁
（
号
外
第
一
三
七
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
墨
田
区
押
上
一
丁
目
一
番
二
号

（
甲
）
東
武
バ
ス
セ
ン
ト
ラ
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役

岩
田

敏
之

東
京
都
墨
田
区
押
上
一
丁
目
一
番
二
号

（
乙
）
東
武
バ
ス
ウ
エ
ス
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

眞
島

朗

東
京
都
墨
田
区
押
上
一
丁
目
一
番
二
号

（
丙
）
東
武
バ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

眞
島

朗

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日

掲
載
頁

一
九
四
頁
（
号
外
第
一
四
〇
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日

掲
載
頁

一
九
四
頁
（
号
外
第
一
四
〇
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
東
久
留
米
市
東
本
町
三

二
Ｎ
・
Ｓ
Ｆ
Ｉ

Ｖ
Ｅ
東
久
留
米
二
階
一
〇
二
号
室

（
甲
）
株
式
会
社
Ｒ
ｏ
ｏ
ｔ
ｓ

代
表
取
締
役

竒
藤

遼

東
京
都
東
久
留
米
市
東
本
町
三

二
Ｎ
・
Ｓ
Ｆ
Ｉ

Ｖ
Ｅ
東
久
留
米
二
階
一
〇
二
号
室

（
乙
）
株
式
会
社
Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ

代
表
取
締
役

竒
藤

遼

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.q
o
l -n
et.co

.jp
/

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
四
丁
目
三
番
一
号
城
山
ト
ラ

ス
ト
タ
ワ
ー
三
七
階

（
甲
）
ク
オ
ー
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役

柄
澤

忍

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
高
島
二
丁
目
五
番
一
〇
号

ス
ト
ー
ク
菱
沼
ビ
ル

（
乙
）
有
限
会
社
横
浜
薬
業
サ
ー
ビ
ス

取
締
役

小
林
真
由
美

合
併
公
告

左
記
法
人
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
四
丁
目
四
番
三
号

（
甲
）
ふ
じ
み
監
査
法
人

代
表
社
員

國
井

隆

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
二
丁
目
二
番
一
号
エ
ー

ス
九
段
ビ
ル
二
階

（
乙
）
明
光
監
査
法
人

社
員

中
村

憲
夫

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条
第
一
項

に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
合
併
を
決
定

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
は
乙
の
全
株
式
を
所
有
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新
株
式
の
発
行
及

び
資
本
金
の
額
の
増
加
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
三
十
一
日

掲
載
頁

一
五
八
頁
（
号
外
第
一
七
三
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
三
十
一
日

掲
載
頁

一
四
三
頁
（
号
外
第
一
七
三
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
港
区
東
新
橋
二
丁
目
一
一
番
七
号

（
甲
）
株
式
会
社
ア
イ
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役

大
植

み
さ

東
京
都
台
東
区
東
上
野
三
丁
目
一
四
番
八
号
ま
つ

の
屋
ビ
ル
五
階（

乙
）
株
式
会
社
ク
リ
マ
・
ソ
フ
ト

代
表
取
締
役

内
藤

剛
史

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
三
十
一
日

掲
載
頁

一
二
六
頁
（
号
外
第
一
七
三
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
三
十
一
日

掲
載
頁

一
三
二
頁
（
号
外
第
一
七
三
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

愛
知
県
犬
山
市
大
字
犬
山
字
南
古
券
一
五
一
番
地

の
三

（
甲
）
株
式
会
社
メ
イ
デ
ン

代
表
取
締
役

福
冨

孝
弘

東
京
都
港
区
芝
三
丁
目
八
番
二
号
芝
公
園
フ
ァ
ー

ス
ト
ビ
ル
二
〇
階（

乙
）
Ｇ
Ｃ
Ｊ
Ｇ
２
７
株
式
会
社

代
表
取
締
役

川
上

耕
司

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
日

掲
載
頁

一
三
六
頁
（
号
外
第
一
五
五
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
日

掲
載
頁

一
三
六
頁
（
号
外
第
一
五
五
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

愛
知
県
江
南
市
高
屋
町
十
六
田
一
五
七
番
地
の
一

（
甲
）
株
式
会
社
ト
ッ
プ
ワ
ン

代
表
取
締
役

祖
父
江

聡

愛
知
県
江
南
市
高
屋
町
十
六
田
一
五
七
番
地
の
一

（
乙
）
株
式
会
社
ト
ッ
プ
ミ
ー
ト

代
表
取
締
役

祖
父
江

聡





令和年月日 月曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
九
日

掲
載
頁

七
十
九
頁
（
号
外
第
一
五
四
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
三
日

掲
載
頁

七
十
三
頁
（
号
外
第
一
二
三
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

愛
知
県
津
島
市
元
寺
町
三
丁
目
二
一
番
地
二

（
甲
）
株
式
会
社
菅
原
設
備

代
表
取
締
役

菅
原

直
樹

愛
知
県
大
府
市
横
根
町
箕
手
一
四
六
番
地
の
一
四

（
乙
）
株
式
会
社
光
栄
設
備

代
表
取
締
役

菅
原

朗

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
一
日

掲
載
頁

一
五
五
頁
（
号
外
第
一
六
一
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
一
日

掲
載
頁

一
五
五
頁
（
号
外
第
一
六
一
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

名
古
屋
市
中
区
新
栄
二
丁
目
一
番
四
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｔ
ｈ
ｒ
ｅ
ｅ

Ｋ

代
表
取
締
役

加
納

康
昭

名
古
屋
市
中
区
栄
二
丁
目
二
番
三
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
加
納

代
表
取
締
役

加
納

康
昭

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
に
よ
り
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
四
日

掲
載
頁

二
一
二
頁
（
号
外
第
一
三
九
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
四
日

掲
載
頁

一
七
七
頁
（
号
外
第
一
三
九
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

大
阪
市
中
央
区
平
野
町
四
丁
目
一
番
二
号

（
甲
）
Ｄ
ａ
ｉ
ｇ
ａ
ｓ
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

福
谷

博
善

大
阪
市
中
央
区
平
野
町
四
丁
目
一
番
二
号

（
乙
）
エ
ナ
ジ
ー
バ
ン
ク
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

阪
本

雄
一

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
両
社
の

株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
七
月
二
十
八
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
三
十
日

掲
載
頁

一
六
三
頁
（
号
外
第
一
七
一
号
）

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

大
阪
市
東
住
吉
区
山
坂
二
丁
目
七
番
一
四
号

（
甲
）
株
式
会
社

蔵

代
表
取
締
役

田
中
ひ
と
み

大
阪
府
池
田
市
空
港
一
丁
目
五
番
二
一
号

（
乙
）
有
限
会
社
ス
パ
イ
ラ
ル

取
締
役

迫

徳
行

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
・
乙
）

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
六
日

掲
載
頁

七
十
三
頁
（
号
外
第
一
七
七
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

兵
庫
県
伊
丹
市
北
伊
丹
四
丁
目
八
九

一

（
甲
）
株
式
会
社
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｎ

Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｓ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ代

表
取
締
役

岡
山

文
昭

兵
庫
県
伊
丹
市
北
伊
丹
四
丁
目
八
九

一

（
乙
）
株
式
会
社
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｅ
Ｄ

代
表
取
締
役

世
良

勝
之

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

両
社
の
総
社
員
の
同
意
手
続
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十

日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

福
岡
市
西
区
大
字
飯
氏
三
四
二
番
地
一

（
甲
）
合
同
会
社
ロ
ン
ボ
ク

代
表
社
員

柏
田

佳
子

福
岡
市
西
区
大
字
飯
氏
三
四
二
番
地
一

（
乙
）
合
同
会
社
リ
コ
ノ
シ
ェ
ン
ツ
ァ

代
表
社
員

柏
田

和
宏

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
（
甲

株
式
六
一
〇
〇
株
を
含
む
）
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解

散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
三
日

掲
載
頁

八
十
頁
（
号
外
第
一
五
六
号
）

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

宮
崎
県
日
南
市
飫
肥
五
丁
目
三
番
二
四
号

（
甲
）
株
式
会
社
ア
ッ
プ
フ
ェ
ル

代
表
取
締
役

山
口

裕
道

宮
崎
県
日
南
市
南
郷
町
中
村
乙
七
〇
五
一
番
地
二

〇
七

（
乙
）
有
限
会
社
ア
ッ
プ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー

取
締
役

山
口

裕
道

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
五
日

掲
載
頁

一
二
一
頁
（
号
外
第
一
七
六
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
五
日

掲
載
頁

一
二
一
頁
（
号
外
第
一
七
六
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

鹿
児
島
市
谷
山
港
三
丁
目
一
番
地
五

（
甲
）
株
式
会
社
山
川
物
流

代
表
取
締
役

有
村

純
治

鹿
児
島
県
南
九
州
市
頴
娃
町
上
別
府
一
一
三
八
番

地
一

（
乙
）
株
式
会
社
頴
有

代
表
取
締
役

有
村

住
美

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
、
甲
は
乙
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
送

事
業
及
び
こ
れ
に
附
帯
関
連
す
る
一
切
の
事
業
に
関
し
て

有
す
る
権
利
義
務
の
一
部
を
承
継
し
、
乙
は
そ
れ
を
承
継

さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
乙
は
同
法
第
七
八

四
条
第
二
項
に
基
づ
き
、
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず

に
吸
収
分
割
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
二
丁
目
五
番
一
号

（
甲
）
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ

Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ

Ｅ
ｎ
ｅ

ｒ
ｇ
ｙ

Ｓ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

津
輕

亮
介

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
二
丁
目
五
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ

代
表
取
締
役

奥
田

久
栄





令和年月日 月曜日 第号官 報
吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
及
び
乙
は
丙
の
不
動
産

管
理
部
門
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
丙
は
そ
れ
を
承

継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
丙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
三
十
一
日

掲
載
頁

一
三
五
頁
（
号
外
第
一
七
三
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

富
山
県
中
新
川
郡
上
市
町
下
経
田
二
一
三
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
腰
山
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

腰
山

卓
也

富
山
県
中
新
川
郡
上
市
町
下
経
田
二
一
三
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
ガ
イ
ア

代
表
取
締
役

腰
山

卓
也

富
山
県
中
新
川
郡
上
市
町
下
経
田
二
一
三
番
地

（
丙
）
株
式
会
社
腰
山
工
業

代
表
取
締
役

腰
山

卓
也

吸
収
分
割
公
告

当
社
（
甲
）
は
、
吸
収
分
割
に
よ
り
ト
リ
ゼ
ン
フ
ー
ズ

株
式
会
社
（
乙
、
住
所
福
岡
市
博
多
区
千
代
一
丁
目
八
番

一
三
号
）
の
家
畜
及
び
食
肉
等
の
卸
売
並
び
に
販
売
事
業

等
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載

福
岡
県
に
お
い
て
発
行
す
る
産
経
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
一
日

掲
載
頁

二
十
一
頁

令
和
八
年
八
月
十
七
日

福
岡
市
博
多
区
千
代
一
丁
目
八
番
一
三
号

ト
リ
ゼ
ン
フ
ー
ズ
分
割
準
備
株
式
会
社

代
表
取
締
役

脇

隆
史

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
Ｊ
Ｏ

Ｊ
Ｏ
（
住
所
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二
丁
目
一
〇

番
三
一
号
Ｉ
Ｗ
ビ
ル
一
Ｆ
）
に
対
し
て
当
社
の
個
人
、
会

社
の
資
産
運
用
及
び
資
産
管
理
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務

を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま

す
。こ

の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
中
央
区
築
地
三
丁
目
一
二
番
五
号
小
山
ビ

ル
三
階株

式
会
社
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

加
納

宏
二

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
フ
ラ

ワ
ー
ヒ
ル
（
住
所
長
野
県
長
野
市
篠
ノ
井
布
施
五
明
三
〇

七
五
番
地
）
に
対
し
て
当
社
の
資
産
管
理
事
業
に
関
す
る

権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

千
葉
日
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
六
日

掲
載
頁

十
七
頁

令
和
八
年
八
月
十
七
日

長
野
県
長
野
市
川
中
島
町
原
四
六
三
番
地
六

株
式
会
社
一
休
さ
ん
の
は
な
お
か

代
表
取
締
役

花
岡

宏
樹

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

宮
城
県
多
賀
城
市
城
南
一
丁
目
一
一
番
三
一
号

エ
ム
ア
ー
ル
ス
リ
ー
合
同
会
社

代
表
社
員

宮
城

功
一

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

群
馬
県
伊
勢
崎
市
除
ヶ
町
三
一
二
番
地
三
号

フ
ァ
ー
ス
ト
パ
ー
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
二
〇
三
号

福
山
合
同
会
社

代
表
社
員

賈

桂
窮

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
丁
目
七
番
地
六

合
名
会
社
一
誠
堂
書
店

代
表
社
員

酒
井

健
彦

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
組
織
変

更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
す
い
み
ー
と
し
、
本
店
を
新
潟

県
長
岡
市
高
見
町
一
〇
六
六
番
地
一
へ
移
転
予
定
で
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

新
潟
県
見
附
市
市
野
坪
町
二

五
〇

一

合
同
会
社
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
Ｗ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｔ

代
表
社
員

佐
藤

正
男

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
九
月
十
八
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
才
有
る
者
の
楽
園
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

京
都
市
上
京
区
油
小
路
中
立
売
下
ル
甲
斐
守
町
九

七
番
地

西
陣
産
業
創
造
會
舘
一
Ｆ

合
同
会
社
才
有
る
者
の
楽
園

代
表
社
員

山
本

高
資

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

福
岡
県
大
川
市
大
字
鐘
ケ
江
七
五
二
番
地

若
波
酒
造
合
名
会
社

代
表
社
員

今
村
嘉
一
郎

効
力
発
生
日
変
更
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
予
定
の
吸
収
合
併
の
効

力
発
生
日
を
令
和
八
年
十
月
一
日
に
変
更
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
３
番
２
号
郵
船

ビ
ル
七
〇
三

Ａ

ハ
ウ
ス
リ
ン
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

菅
谷

太
一

効
力
発
生
日
変
更
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
十
八
日
予
定
の
吸
収
分
割
の

効
力
発
生
日
を
令
和
八
年
八
月
二
十
八
日
に
変
更
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

大
阪
市
北
区
西
天
満
五
丁
目
一
四
番
七
号

株
式
会
社
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ

Ｈ
＆
Ｉ

代
表
取
締
役

山
口

徹

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
六
百
九
十
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

茨
城
県
つ
く
ば
市
豊
里
の
杜
二
丁
目
三
六
番
地
五

合
同
会
社
Ｅ
＆
Ｍ

代
表
社
員

板
橋
恵
美
子

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
八
千
万
五
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
七
日

掲
載
頁

十
五
頁

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
二
丁
目
一
四
番
一
号

ク
リ
ン
ク
ラ
ウ
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
山

佳
克

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
三
丁
目
四
番
二
五
号

ア
ク
ロ
ス
キ
ュ
ー
ブ
博
多
駅
前

創
曦
情
報
技
術
合
同
会
社

代
表
社
員

陳

正
倫





令和年月日 月曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
億
八
百
六
十
一
万
八
千
円

減
少
し
一
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
九
月
三
十
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
に
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。h

ttp
s://ch

a
tp
lu
s.jp

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
七
番
二
号

チ
ャ
ッ
ト
プ
ラ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
江

繭
子

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
金
二
億
七
千
万
六
千
九
十
円

減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
一
月
五
日

掲
載
頁

七
十
二
頁
（
号
外
第
一
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
港
区
三
田
二
丁
目
一
四
番
五
号

株
式
会
社
Ｎ
ｅ
ｏ
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
Ｘ

代
表
取
締
役

安
藤

聖
泰

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
金
九
億
六
百
二
十
二
万
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
港
区
六
本
木
三
丁
目
二
番
一
号

株
式
会
社
Ｒ
ｅ
Ｆ
ａ
ｃ
ｔ

代
表
取
締
役

田
口

政
実

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
四
百
八
十
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
六
日

掲
載
頁

八
十
四
頁
（
号
外
第
一
七
七
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

大
阪
府
堺
市
堺
区
柏
木
町
一
丁
三
番
一
三
号

関
西
触
媒
化
学
株
式
会
社

代
表
取
締
役

箕
浦

義
基

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
一
千
一
万
円
減
少
し
、

一
億
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

愛
媛
県
西
条
市
古
川
甲
二
九
四
番
地
の
四

株
式
会
社
瀬
戸
内
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

塚
本

沙
樹

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
金
三
億
九
千
万
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
七
日

掲
載
頁

一
二
五
頁
（
号
外
第
一
六
〇
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
港
区
赤
坂
五
丁
目
三
番
六
号

株
式
会
社
Ｔ
Ｂ
Ｓ

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ

Ｔ
ｒ
ａ
ｎ

ｓ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

代
表
取
締
役

法
亢

順

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
二
百
二
十
二
億
八
千
八

百
四
十
万
円
減
少
し
、
二
千
五
百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
十
二
月
二
十
六
日

掲
載
頁

七
十
八
頁
（
号
外
第
二
八
六
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
新
宿
区
筑
土
八
幡
町
二
番
一
号

Ｅ
Ｐ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

厳

浩

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
六
億
五
千
六
百
十
三
万

五
千
八
百
三
十
四
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
三
日

掲
載
頁

三
頁

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
港
区
新
橋
三
丁
目
二
〇
番
一
号

東
和
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

岸
野

誠
人

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
全
額
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
九
日

掲
載
頁

五
十
八
頁
（
号
外
第
一
七
〇
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

富
山
県
下
新
川
郡
朝
日
町
東
草
野
五
八
五
番
地

株
式
会
社
下
澤
養
鶏

代
表
取
締
役

下
澤

智
宏

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
全
額
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

七
十
六
頁
（
号
外
第
一
四
二
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

静
岡
県
浜
松
市
天
竜
区
山
東
一
九
三
五
番
地
の
一

株
式
会
社
Ｔ
．
Ｍ
．
Ｙ

代
表
取
締
役

宮
澤

力

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

山
形
市
立
谷
川
三
丁
目
一
一
六
三
番
地

山
形
木
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役

鈴
木

宣

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
大
田
区
羽
田
四
丁
目
一
六
番
一
〇
号

中
央
工
営
株
式
会
社

代
表
取
締
役

傍
士

清
志

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
四
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

名
古
屋
市
天
白
区
植
田
山
五
丁
目
二
三
〇
一
番
地

昭
和
土
木
株
式
会
社

代
表
取
締
役

神
野

晋
也

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

三
重
県
四
日
市
市
諏
訪
町
八
番
二
三
号

三
重
機
械
鉄
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
藤

和
久

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
開
催
予
定
の
臨
時
株
主

総
会
に
お
い
て
承
認
可
決
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、

令
和
八
年
九
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る
旨
の
定
款
の

定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま

す
。令

和
八
年
八
月
十
七
日

大
阪
市
中
央
区
鎗
屋
町
一
丁
目
四

二

株
式
会
社
ユ
ー
エ
ヌ
土
地
利
用
研
究
所

代
表
取
締
役

中
佐

一
重
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令和年月日 月曜日 第号官 報
定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

香
川
県
高
松
市
天
神
前
一
番
二
一
号

ヤ
マ
ト
Ｃ
＆
Ｃ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

浅
田

耕
祐

株
式
分
割
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
を
基
準
日
と
定
め
、
同

日
〇
時
現
在
の
株
主
名
簿
上
の
株
式
を
も
っ
て
、
そ
の
所

有
す
る
株
式
一
株
を
十
株
と
す
る
株
式
分
割
に
よ
り
株
式

の
割
当
て
を
受
け
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま

す
。令

和
八
年
八
月
十
七
日

愛
媛
県
四
国
中
央
市
上
分
町
四
四
番
地
七

株
式
会
社
Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ

代
表
取
締
役

原
田

勝
俊

株
式
交
換
公
告

当
社
（
甲
）
は
、
株
式
会
社
ジ
ェ
ク
テ
ィ
（
乙
、
三
重

県
四
日
市
市
諏
訪
町
四
番
五
号
）
を
完
全
子
会
社
と
す
る

株
式
交
換
を
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
株
式
交
換
は
、
会
社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
会
社
法
第
七
九
五
条
第
一
項
に
定
め
る
当

社
の
株
主
総
会
の
承
認
を
得
ず
に
行
い
ま
す
。

こ
の
株
式
交
換
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
四
日

掲
載
頁

六
十
九
頁
（
号
外
第
一
六
六
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
四
日

掲
載
頁

五
十
七
頁
（
号
外
第
一
六
六
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
二
丁
目
二
番
二
号

Ｊ
Ｓ
Ｆ
Ｐ

Ｊ
ｅ
ｗ
ｅ
ｌ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
田

重
樹

株
式
交
換
に
つ
き
株
券
等
提
出
公
告

当
社
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｆ
Ｐ

Ｊ
ｅ
ｗ
ｅ
ｌ
株
式
会
社
を
完
全

親
会
社
と
す
る
株
式
交
換
を
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
当
社
の
株
券
を
所
有
す
る
方
は
、
株
券
提
出
日
で

あ
る
令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
ま
で
に
当
社
に
ご
提
出
下

さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

三
重
県
四
日
市
市
諏
訪
町
四
番
五
号

株
式
会
社
ジ
ェ
ク
テ
ィ

代
表
取
締
役

山
田

重
樹

優
先
出
資
の
消
却
に
つ
き
優
先
出
資
証
券
提
出
公
告

当
社
は
、
発
行
済
優
先
出
資
三
千
七
百
六
十
二
万
八
百

八
口
を
消
却
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の

優
先
出
資
証
券
を
所
有
す
る
方
は
、
効
力
発
生
日
で
あ
る

令
和
八
年
九
月
十
八
日
ま
で
に
当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

Ａ
Ｐ

Ｊ
Ｎ
Ｒ
Ｐ
２
Ｃ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

松
澤

和
浩

優
先
出
資
の
消
却
に
つ
き
優
先
出
資
証
券
提
出
公
告

当
社
は
、
発
行
済
優
先
出
資
十
二
万
九
千
四
百
六
十
六

口
の
う
ち
一
万
八
千
八
百
七
十
口
を
消
却
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の
優
先
出
資
証
券
を
所
有
す
る

方
は
、
効
力
発
生
日
で
あ
る
令
和
八
年
九
月
十
八
日
ま
で

に
当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
中
央
区
八
丁
堀
四
丁
目
二
番
一
〇
号
Ａ
Ｏ

Ｊ
税
理
士
法
人
内Ｄ

ｒ
ａ
ｇ
ｏ
ｎ
３
特
定
目
的
会
社

取
締
役

出
澤

貴
人

資
金
移
動
業
の
廃
止
に
伴
う
、
ウ
ォ
レ
ッ
ト
残
高
返
還
に

関
す
る
公
告

当
社
が
吸
収
合
併
・
継
承
し
た
株
式
会
社
セ
ブ
ン
・
グ

ロ
ー
バ
ル
レ
ミ
ッ
ト
は
令
和
六
年
三
月
一
日
付
「
資
金
移

動
業
の
廃
止
公
告
」
の
通
り
、
令
和
六
年
四
月
二
日
に
資

金
移
動
業
（S

en
d
y

）
を
廃
止
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
当
社
は
、
当
該
電
子
公
告
お
よ
び
ご
連
絡
先
を
把

握
し
て
い
る
お
客
様
に
は
個
別
に
、
残
高
の
ご
返
金
方
法

並
び
に
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
お
申
し
出
い
た

だ
く
よ
う
ご
案
内
を
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
ご
案
内
に
よ
っ
て
も
、
お
申
し
出
を
い
た
だ
け

な
か
っ
た
お
客
様
に
は
返
金
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
八
年
八
月
十
四
日
現
在
ま
で
に

返
金
の
お
申
し
出
が
な
か
っ
た
お
客
様
は
、
令
和
八
年
九

月
十
七
日
ま
で
に
左
記
「
お
問
合
せ
先
」
へ
残
高
ご
返
金

の
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
お
客
様
の
残
高
は
、

ご
登
録
い
た
だ
い
た
お
客
様
の
金
融
機
関
口
座
に
振
り
込

む
方
法
に
よ
り
返
金
致
し
ま
す
。
振
込
手
数
料
は
当
社
で

負
担
い
た
し
ま
す
。

記

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

電
話
番
号

〇
五
〇

五
三
〇
五

六
六
六
九

受
付
時
間
：
平
日
十
時
〜
十
七
時

以
上
、資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
四
十
七
条
第
三
号
、

同
法
施
行
令
第
十
七
条
第
二
項
第
二
号
及
び
資
金
移
動
業

者
に
関
す
る
内
閣
府
令
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
い

た
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
三
番
六
号

株
式
会
社
デ
ジ
タ
ル
ワ
レ
ッ
ト

代
表
取
締
役

宮
川

英
治

任
意
清
算
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
八
月
七
日
を
も
っ
て
解
散
し
、

弁
護
士
法
第
三
十
条
の
三
十
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

会
社
法
第
六
六
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
総
社
員
の

同
意
に
よ
り
定
め
た
財
産
の
処
分
の
方
法
に
従
い
清
算
を

い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
清
算
の
方
法
に
異
議
の
あ
る
債

権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
新
宿
区
四
谷
四
丁
目
二
八
番
一
五
号
慶
和

ビ
ル

弁
護
士
法
人
法
律
事
務
所
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｏ

清
算
人

黒
原

智
宏

新
規
信
託
分
割
の
公
告

み
ず
ほ
信
託
銀
行
株
式
会
社
（
受
託
者
）
は
、
左
記
の

と
お
り
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
付
で
左
記
一
の
信
託
を

新
規
分
割
し
ま
す
の
で
、
公
告
し
ま
す
。

こ
の
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
日
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

一
、
従
前
の
信
託
の
特
定

信
託
の
当
事
者

委
託
者
兼
受
益
者

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号

東
京
共
同
会
計
事
務
所
内

さ
く
ら
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
特
定
目
的
会
社

受
託
者

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
三
番
三
号

み
ず
ほ
信
託
銀
行
株
式
会
社

信
託
の
年
月
日
及
び
契
約
名
称

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
不
動
産
管
理
処
分
信
託

契
約
書
（
東
京
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
紀
尾
井
町
）（
そ
の

後
の
変
更
を
含
む
。）
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令和年月日 月曜日 第号官 報
二
、
従
前
の
信
託
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
財
産
状
況
開
示

資
料
等

右
記
一
の
信
託
に
つ
い
て
の
、信
託
法
施
行
規
則（
平

成
十
九
年
法
務
省
令
第
四
十
一
号
）
第
十
七
条
第
二
号

及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
左
記
連
絡

先
に
ご
照
会
下
さ
い
。

三
、
分
割
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
の
従
前
の
信
託
及
び

新
た
な
信
託
の
信
託
財
産
責
任
負
担
債
務
の
履
行
の
見

込
みい

ず
れ
も
履
行
の
見
込
み
が
あ
る
も
の
と
判
断
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
連
絡
先
に
ご

照
会
下
さ
い
。

四
、
連
絡
先

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
三
番
三
号

み
ず
ほ
信
託
銀
行
株
式
会
社

不
動
産
信
託
部

電
話
番
号

〇
三

四
三
三
五

七
三
七
二

令
和
八
年
八
月
十
七
日

受
託
者

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
三
番

三
号

み
ず
ほ
信
託
銀
行
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

笹
田

賢
一

吸
収
分
割
公
告
及
び
合
併
公
告

左
記
会
社
の
う
ち
、
乙
及
び
丙
は
吸
収
分
割
し
て
、
乙

は
丙
の
銀
行
関
連
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
事
業
（
外
国
為
替
、
統

合
サ
イ
ト
及
び
ロ
ー
ン
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
窓
口
業
務
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

含
み
ま
す
が
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
リ
テ
ー
ル
事
業
は
含
み
ま
せ
ん
。）

に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
、
丙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
（
以
下
「
本
吸
収
分
割
」
と
い

い
ま
す
。）。

ま
た
、
左
記
会
社
の
う
ち
、
甲
及
び
乙
は
、
本
吸
収
分

割
の
効
力
発
生
を
停
止
条
件
と
し
て
合
併
し
、
甲
は
乙
の

権
利
義
務
の
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
（
以
下
「
本
吸
収
合
併
」
と
い
い

ま
す
。）。

本
吸
収
分
割
及
び
本
吸
収
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債

権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h
ttp
s://w

w
w
.n
ttd
a
ta
.co
m
/jp
/ja
/

（
乙
）
確
定
し
た
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
丙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

掲
載
頁

九
十
三
頁
（
号
外
第
七
十
六
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
江
東
区
豊
洲
三
丁
目
三
番
三
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ

代
表
取
締
役
社
長

鈴
木

正
範

東
京
都
江
東
区
豊
洲
三
丁
目
三
番
三
号

（
乙
）
株
式
会
社
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
テ
ク
ノ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

ハ
リ
ス
・
ダ
レ
ン
・
レ
ス
リ
ー

東
京
都
中
央
区
新
川
一
丁
目
二
一
番
二
号

（
丙
）
日
本
Ｎ
Ｃ
Ｒ
コ
マ
ー
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

ハ
リ
ス
・
ダ
レ
ン
・
レ
ス

リ
ー

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
五
十
五
億
四
千
百
八
十

万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
決
定
に
対

し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一

箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
当
社
の
最
終
貸

借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
k
a
sa
k
a -a
u
d
it.o
r.jp
/b
a
la
n
ce/

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
港
区
元
赤
坂
一
丁
目
一
番
七

一
二
〇
九

号
株
式
会
社
赤
坂
国
際
会
計
内

横
浜
福
浦
特
定
目
的
会
社

取
締
役

林

令
史

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
八
千
万
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
十
三
日

掲
載
頁

二
一
七
頁
（
号
外
第
五
十
二
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
六
番
一
一
号
土
志
田

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
三
Ｆ

Ｄ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
Ｕ
Ｘ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

中
村

武

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
一
一
六
億
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
要
旨
は
令
和
八
年
六
月
二
十
四
日
付
官

報
号
外
第
一
三
九
号
一
八
四
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
二
丁
目
二
番
一
号

Ｇ
ｒ
ａ
ｖ
ｉ
ｔ
ｙ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

三
品

貴
仙

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
四
千
万
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

h
ttp
://sn
n
m
.jp
/k
o
u
k
o
k
u
/tm
k
̲to
k
y
o
̲tn
1/

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

特
定
目
的
会
社
東
京
Ｔ
Ｎ
１

取
締
役

髙
山

知
也

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
九
十
六
億
二
千
二
百
三

万
三
千
八
百
五
十
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
二
十
七
日

掲
載
頁

一
一
〇
頁
（
号
外
第
一
一
七
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
二
番
五
号

恵
比
寿
特
定
目
的
会
社

取
締
役

田
中

雅
勝

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
九
千
八
百
二
十
九
万

二
千
百
二
十
一
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00000996/7p

7e/

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

Ａ
Ｐ

Ｊ
Ｎ
Ｒ
Ｐ
２
特
定
目
的
会
社

取
締
役

松
澤

和
浩

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
一
億
二
百
六
十
四
万

七
千
九
百
六
十
三
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00001168/b

e87/

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

Ａ
Ｐ

Ｊ
Ｎ
Ｒ
Ｐ
２
Ｂ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

粟
国

正
樹

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
三
千
七
百
六
十
二
万

八
百
八
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00001399/94h

o
/

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

Ａ
Ｐ

Ｊ
Ｎ
Ｒ
Ｐ
２
Ｃ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

松
澤

和
浩

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
四
億
円
減
少
し
二
十
五

億
四
千
二
百
三
十
五
万
三
千
五
百
円
と
し
、
優
先
出
資
四

百
万
口
を
一
口
に
つ
き
金
百
円
を
も
っ
て
消
却
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
て
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
四
日

掲
載
頁

一
六
六
頁
（
号
外
第
一
二
四
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
〇
番
五
号
デ
ロ
イ
ト

ト
ー
マ
ツ
赤
坂
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社

内

神
戸
エ
ク
セ
レ
ン
ス
特
定
目
的
会
社

取
締
役

ガ
ン
・
チ
ー
・
テ
イ
ク





一
二
四

改
正
後
欄四
第
八
号

第
十
一
号

正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

令和年月日 月曜日 第号官 報
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
優
先
資
本
金
の
額
を
金
十
三
億
一
千
二
百
万
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00000346/1fz0/

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

辻
堂
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

粟
国

正
樹

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
優
先
資
本
金
の
額
を
金
四
億
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
優
先
資
本
金
の
額
を
金
二
十
四
億
六
千
万
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00000346/1fz0/
令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

辻
堂
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

粟
国

正
樹

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
優
先
資
本
金
の
額
を
金
六
億
九
千
八
百
万
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00000346/1fz0/

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

辻
堂
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

粟
国

正
樹

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
九
億
四
千
三
百
五
十

万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
二
十
五
日

掲
載
頁

五
十
一
頁
（
号
外
第
六
十
八
号
）

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
中
央
区
八
丁
堀
四
丁
目
二
番
一
〇
号
Ａ
Ｏ

Ｊ
税
理
士
法
人
内Ｄ

ｒ
ａ
ｇ
ｏ
ｎ
３
特
定
目
的
会
社

取
締
役

出
澤

貴
人

資
金
の
返
還
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
窓
口
変
更
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
五
月
十
五
日
付
「
資
金
移
動
業
の

廃
止
に
関
す
る
公
告
」
及
び
令
和
八
年
七
月
一
日
付
「
資

金
移
動
業
の
廃
止
に
伴
う
資
金
の
返
還
に
関
す
る
公
告
」

に
よ
り
、
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
資
金
の
返

還
手
続
に
つ
い
て
公
告
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
令

和
八
年
八
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
事
務
所
を
閉
鎖
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
令
和
八
年
八
月
十
二
日
以
降
の
資
金
返

還
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
窓
口
を
左
記
の
と
お
り
変
更

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
資
金
の
返
還
請
求
の
受
付
及
び
返
還
手
続
に
つ

き
ま
し
て
は
、
従
前
公
告
し
ま
し
た
と
お
り
、
令
和
八
年

九
月
三
十
日
ま
で
継
続
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

記

○
お
問
い
合
わ
せ
窓
口
（
令
和
八
年
八
月
十
二
日
以
降
）

会
社
名

メ
ト
ロ
レ
ミ
ッ
タ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

電
話
番
号

〇
五
〇

一
七
八
五

二
三
六
一

（
受
付
時
間

平
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
）

電
子
メ
ー
ル

m
rj.o
p
era
tio
n
@
m
etro -rj.co

.jp

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

h
ttp
s://w

w
w
.m
etro -rj.co

.jp
/

令
和
八
年
八
月
十
七
日

関
東
財
務
局
長
登
録
資
金
移
動
業
者

第
〇
〇
〇
三
四
号

メ
ト
ロ
レ
ミ
ッ
タ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
田

守
司

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
優
先
資
本
金
の
額
を
金
四
十
三
億
五
千
万
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.w
eb -p

u
b
lic -n

o
tice.jp

/

44K
456S -00019

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

ジ
ー
ナ
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
特
定
目
的
会
社

取
締
役

中
村

武

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
優
先
資
本
金
の
額
を
金
二
十
六
億
三
千
万
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.w
eb -p

u
b
lic -n

o
tice.jp

/

44K
456S -00056

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

ジ
ャ
パ
ン
・
ア
マ
ギ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

中
村

武

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.w
eb -p

u
b
lic -n

o
tice.jp

/

44K
456S -00059

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

ジ
ャ
パ
ン
・
ガ
ッ
サ
ン
特
定
目
的
会
社

取
締
役

中
村

武

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
優
先
資
本
金
の
額
を
金
十
四
億
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.w
eb -p

u
b
lic -n

o
tice.jp

/

44K
456S -00054

令
和
八
年
八
月
十
七
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ワ
キ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

中
村

武

令
和
七
年
六
月
十
一
日
（
号
外
第
百
二
十
八
号
）
金
融

庁
・
財
務
省
・
経
済
産
業
省
告
示
第
五
号
（
株
式
会
社
商

工
組
合
中
央
金
庫
法
の
施
行
に
関
す
る
告
示
等
の
一
部
を

改
正
す
る
件
）

（
原
稿
誤
り
）

一
二
三
ペ
ー
ジ
上
段
第
二
条
表
中
改
正
後
欄
一
行
目
の

前
に
次
を
加
え
る
。

（
連
結
の
範
囲
）

第
三
条
連
結
自
己
資
本
比
率
は
、
連
結
財
務
諸
表
に
基

づ
き
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

連
結
財
務
諸
表
に
つ
い
て
は
、連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、

様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
一
年

大
蔵
省
令
第
二
十
八
号
。
以
下「
連
結
財
務
諸
表
規
則
」

と
い
う
。）に
基
づ
き
作
成
す
る
こ
と
と
す
る
。た
だ
し
、

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号

か
ら
第
六
号
ま
で
又
は
第
十
一
号





に

掲
げ
る
会
社
を
子

会
社
と
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
子
会
社
（
第
八

条
第
八
項
第
一
号
ロ
に
お
い
て
「
金
融
子
会
社
」
と
い

う
。）に
つ
い
て
は
、
連
結
財
務
諸
表
規
則
第
五
条
第
二

項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

２
（
略
）

同
ペ
ー
ジ
上
段
第
二
条
表
中
改
正
前
欄
一
行
目
の
前
に

次
を
加
え
る
。

（
連
結
の
範
囲
）

第
三
条
連
結
自
己
資
本
比
率
は
、
連
結
財
務
諸
表
に
基

づ
き
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

連
結
財
務
諸
表
に
つ
い
て
は
、連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、

様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
一
年

大
蔵
省
令
第
二
十
八
号
。
以
下「
連
結
財
務
諸
表
規
則
」

と
い
う
。）に
基
づ
き
作
成
す
る
こ
と
と
す
る
。た
だ
し
、

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号

か
ら
第
六
号
ま
で
又
は
第
八
号




に

掲
げ
る
会
社
を
子
会

社
と
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
子
会
社
（
第
八
条

第
八
項
第
一
号
ロ
に
お
い
て「
金
融
子
会
社
」と
い
う
。）

に
つ
い
て
は
、
連
結
財
務
諸
表
規
則
第
五
条
第
二
項
の

規
定
を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

２
（
略
）

同
ペ
ー
ジ
上
段
第
二
条
表
中
改
正
後
欄
一
行
目
か
ら
一

二
四
ペ
ー
ジ
上
段
第
二
条
表
中
改
正
後
欄
終
り
か
ら
一
行

目
ま
で
及
び
一
二
三
ペ
ー
ジ
上
段
第
二
条
表
中
改
正
前
欄

一
行
目
か
ら
一
二
四
ペ
ー
ジ
上
段
第
二
条
表
中
改
正
前
欄

終
り
か
ら
一
行
目
ま
で
の
各
行
は
、
い
ず
れ
も
横
書
き
と

す
る
。


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